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資　料

漢字認知処 理 にお ける大脳 半球機能差 に つ い て

関　 口　宏　文
ホ

阿　部 勲
＊ ＊

FUNCTIONAL 　 HEMISPHERE 　 DIFFERENCES 　 IN　 RECOGNIT 【ON

　　　　　　　 OF 　 WORDS 　 EXPRESSED 　 IN　 KANJI

Hirobumi 　SEKtGucHI　 AND 　 Isao　ABE

　　The 　present　study 　examined 　the　functional　specialization 　of 　cerebra 藍hemispheres

when 　subjects 　would 　pmcess 　the　words 　in　various 　contexts ．　Sublects　were 　asked 　to

match 　two　 words 　expressed 　in　Kanji　in　graphemic，　phonemic 　 or 　semantic 　 contexts ．

Event−re 】ated 　brain　potentia］s 〔ERPs ）were 　recorded 　 from　C3，　C4，　P3，　P4，0f　normal

right
−handed　adults ． 【n　graphemic 　processing ，　P300　potentials　calculated 　by　grand

average 　method 　were 　slgni 丘cantly 　larger　in　the　right 　hemisphere　than　those　in　the】eft

hemisphere．　 In　contrast ，　P300　potentials　 were 　significantly 　 larger　 in　 the　 left　hemi・

sphere 　in　phonernic 　and 　semantic 　process量ng ．　These 　results 　suggested 　that　whell 　the

wordsexpressed 　inκ 砌 ガ were 　r  ognized ，　the　right 　hemisphere　became 　superior 　in　the

graphemic 　processing　while 　the　left　hemisphere　superiority　would 　be　dominant　in　the

phonemic 　and 　semantic 　processing ．

　　Key 　words ：hemisphere　specia1 重zation ，　event
−
related 　pQtentia ｝，　graphemic 　process −

ing，　phonemic 　process 三ng ，　semantic 　prGcessing．

問 題

　漢 字 を 刺 激 と し た 大 脳 半 球 機 能 差 研 究 は ，

Sasanuma，
　Itoh

，
　Mori

， ＆ Kobayashi （1977 ） お よ び，

Hatta （1977a ） の研究 に端 を発 して い る。

　Hatta （1977a〕は，漢字 ／文字の認知 に お け る大脳半

球機能の役割が ア ル フ ァ ベ ッ トを使 用 した実験 で 確 か

め られ た 言語性材料認知 ＝ 左 大脳半球機能優位 の 図式

に 適合す る か 否 か の検討 を した。結果 は，漠字認知 が

ア ル フ ァ ベ ッ トや か な の よ う に ， 半視野 瞬間提 示 法 に

お ける右視 野提示条件優位す なわち左大脳半球機能優

位 の 傾向を示 さ ず ， む しろ ， 左視 野提示条件 に お い て

より正確 な認知 が 行 われ る こ と を報告 し て い る 。 さ ら

に Hatta（1977b ）は上述 の 結 果 が ，高具体性漢字 ， 高抽

・　 鹿 沼 市立 北小 学校 （Kita　 Elementary　 Schoo］，　 Kanuma

City）
・ ・ 上越教 育大 学 （Joe亡su 　University　of 　Education＞

象性 漢字 の 両者 で 共 に 認 め られ る結果 で あ る こ と も報

告 し て い る 。

　しか し，そ の 後 の 漢字材料 を用 い た研究報告か ら は，

漢字認知が必ずし も普遍的に右大脳半球機能優位 を示

す と は限 らず，漢字材料が刺激 と し て提示 さ れ る条件

に よ っ て は 左視野提示 条件優位 の み な らず ， 右視野提

示条件優位の結果も生じ うる こ と が明ら か に さ れ て き

て い る 。

　例えば ， Hatta　（1978a ）で は ， 再認 と して 読み を求 め

た 課題 に お い て ，漢字 1 文字だ と左視野提示 条件優位

で ある の に ， 熟語（2文 字 〉に な る と右視野提示条件優位

．一．
左大脳 半球機能優位に な る と い う。

　 ま た ，
Hayashi ＆ Hatta （1978） は 被験考 に 刺激 と し

て与え る漢字の 心的回転 を要求 し視野差を検討 した と

こ ろ，心的回転が 小 さ い と き に は左視野提示条件優位

と な り， 心的回転が大 きい とき に は右視野提 示条件優

位 の 結果と な る こ と を報告し て い る 。
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　次 い で八 田 （1979）は ， 同
一

の漢字材料を刺激 と しな

が ら ， そ の 処 理 の 水準 の 違 い に よ っ て 優位半球 が異な

る と仮定 ， 認知 の 比較的浅 い 水準 と考 え られ る文字 の

異同判断課題 と，単な る意味処理 に 加 えて 関係枠 と の

意味的な位置関係を判断す る とい う ， 漢字材料 に お け

る よ り深 い 水準 と考え られ る 意味的整 合性判断 に お け

る視野差を検討 した結果 ， 異同判断で は ， 左視野優 位

の 傾向，意味的整合性判断 で は強 い 右 視野優位 とな る

こ と を報告 して い る 。

　漢字の情報処理 は ， ア ル フ ァ ベ ッ ト表記 の 文字 と異

な り，そ の 認知 に い くつ か の 複雑 な処 理過程を含 む 。

しか し， 過去 の 半球間機能差の 研究 に お い て は，漢字

の 内包す る複数の 処理 を考慮 に 入れず ， ア ル フ ァ ベ ッ

ト表記文字 と同等に ， 単に 「言語刺激」 と して扱わ れ

て い る もの も多 く，一口 に 漢字認知 とい っ て も同 レ ベ

ル の もの を測定 して い た と は言い が た い こ と が 問題 と

し て あ げ ら れ る 。

　現在，漢字情報 の 処理 ， 特 に本研究 と関連の 深 い ，

視覚的 に 提示 さ れ た 語の 同定 に関 して は，符号化 （en ．

codlng ）の 相違 に 基 づ き，次 の 3 っ の 処 理 過程か ら成る

と考えられ て い る 。 すなわ ち 形態的 （graphemic ）符 号化

に よ る形態処理 ，音韻的 （phDnemic ＞符 号化 に よる音韻

処理 ，
お よび意味的 （semaDtlc ）符号化 に よ る意味 処理

で あ る 。 漠字の場合に は ， こ れ ら の複数の 処理 彫 態処

理 と意味 処理 な ど） が 分 か ち 難 く働 い て お り （井上 ユ980〕，

3処 理間の相互 関係 は明確で な い 。 漢字認知 に 関 して ，

統
一

さ れ た 結果が 得ら れ て い な い の も，そ の 漢字 の 持

っ 文字特性 に よ る と こ ろ が大 き い と考 え ら れ る わ けで

あ る 。

　 さ ら に
， 漢字 を情報処理的 に 分析す る うえで の 問題

点 として ， 形態的な複雑 さ の他に ， 漢字 1字 に 対 す る

読み に 1 つ 以上 の 音 （オ ン ）と 訓 （ク ン ）を有 す る もの が

多 く， そ の読み と意味 と の相互関係 も異な っ て い る （野

村，1978 ）点や，さ ら に ，小数 の 象形文字 を除い て 他 の 多

くは，指事 ・会意 ・形声文字 な ど と い わ れ る よ うに い

くつ か の部分よ り構成さ れ て お り，音 を表わす部分や，

意味を 示 唆す る 部分 を含 ん で い る点 な どが 挙 げ られ る 。

こ の こ とは， 漢字 の 形態 が形態的特性 と し て独立 し て

は い ず ， 音韻 ， お よ び，意味特性 と複雑 に 関わ っ て い

る こ と を示 して い る。

　以上 の 問題点 は ， 主 に漢字 1文字 に 関す る もの で あ

る が ， 実験材料の統制上 そ れ ら の 諸点 を解消す る方法

と して，熟語 の 使 用 が 考 え られる 。

　例え ば ， 刺激 と し て ， 「散 」と 「歩」 と い う文字 を使

用す る場合，読み を限定 するため に ， 音読み を採用 す

る と，「さ ん 」 と 「ほ．1「ふ 」等が考え られ る が， こ れ

らは ， 日常の使用頻度 として は ， 極め て 低 い
。

一・
方 ，

訓読 み を採用す る と ， 読み に お け る馴染み は出 て くる

が ， 同時に，意味特性 と の 関わ りが 深 くな り ， 3処理

間 の バ ラ ン ス が崩れ て くる。本実験で は，刺激 そ の も

の が ， 3処理 の い ず れ か の 処理 に 有利に は た ら く と い

う条件 を極力排除 した い と考え て い る 。 「散」 と 「歩」

か ら構成 さ れ る熟語 「散歩」 は ， 上述 の 漢字 1文字の

持 つ 実験 的問題点 を解消し ， 統合さ れ た ひ と つ の 単語

として音韻的，お よ び意味的特性を限定 し て くれ る 。

ま た ， 普段 我 々 が 漢字 を用 い る場合に は ， 漢字 1字よ

りもむ し ろ熟語と して 使用す る こ と の 方が 主 で あ る 。

　上記の 理 由 に よ り， 漢字 1文 字で な く， 2 文字の熟

語 を刺 激材 料として 異な っ た処理 を要求 し た際 の 半球

間機能差 を検討す る こ と が 必要 で あ る と考え た 。

　 そ こ で ， 本研 究の 方向で あ る が ， まず漠字情報 の 処

理 過程 と して 考え られ て い る，形態処理 ， 音韻処 理 ，

意 味処理 の 3 つ の処理 に つ い て ， そ れぞれ に 方向づ け

した課題 を被験者に与 え る こ とに した。

　 ま た
，

こ れ まで の研究で は ， 形態処理 と意味処理 と

で 半球 間の機能差 を検討し た もの （八 田，　1981｝もあ っ た

が ， そ の 際，形態処理 で 使用 した 漢字 と意味処 理 で使

用 した漢字が異な る も の で あ っ た こ と な ど も考慮 して ，

本 実験 で は ， 上述 の 3処理 で す べ て ，同
一

の 漢字 を使

用 す る こ と と し た。

　加 えて ， 測定の指標 を脳の事象関連電位 （ERP冫とす

る こ と を ， 新 た な 試 み と す る こ と に した 。

　 こ れ まで の 漢字認知 に関す る半球問機能差 の 研 究で

は ， 実験方法 と し て ， 主に ，半視野瞬 間提 示法 が採 用

さ れ て い る。 こ の 方法 は， 提示刺激が確実に片側半球

に 投射 され る とい う利点は ある が，瀏定 の 指標 として ，

被験者の最終的な 出力 と し て の 言語反応 や ， キ ー押 し

反応 に お け る認知 の 正確さ ・速 さ を用 い る こ と に な る。

こ の指標に は ， も ち ろ ん，与 えられた課題 の 処理 の 正

確 さや 時間 が 反映 され る が ， そ の後の反応に 至 る過程

に 関与 す る成分 を分離する こ と が で き な い 。

　これ に対 し て ， 瀲定の 指標 として ， 脳の事象関連電

位を用 い ると，刺激提示後の 左右両半球 の 該当部位 の

電位変動 の推移を 比較す る こ と に よ り， 刺 激認知 の 過

程を よ り直接的 に 観察する こ とが で きる と い え る 。

　また，半視 野 瞬間提 示 法 に お い て は，刺激 は
， 視覚

に して約 3〜 5 度周辺に偏 っ た位置 に 提示 しなければ

な ら な い 。こ の こ とは，人間 の 視覚情報処理が通常，

中心視に よ っ て行わ れ る点か らする と，幾分不 自然 に

な ら ざ る を得な い が ，ERP を指標に す る こ と に よ り，
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刺激は，視野 中央 に 提示す る こ とが可能 とな る 。

実 験

　 1． 目　的

　過去 の 半球 間機能差 の研 究 に お い て ，同
一

の刺激材

料 を用 い た実験で も要求さ れ る処理 の性質に よ っ て
，

半球偏側性の 方向が移 行す る こ と （Hatta，ユ978b）が知 ら

れ て い る 。 そ こ で ， 本研究で は同
一

の 漢字材料 しか も，

こ れ まで の漢字 1文 字 の 刺激 で は な く， 漢字 2文字の

熟語 を刺激 と し て ，被験者に要求 す る 処理 〔形 態処 理
・

音韻 処理 ・意味処理 ） の 違 い に よる大脳 半球機能差を ， 脳

の 事象関連電位 を指標 と して検証 す る こ とが 目的 で あ

る。

　2、 方 　法

　〔1）被 験者

　視力 驕 正 視力 を含 む） が正 常 で あ る右 ききの 大学生，

お よ び 大学院生 12名 （男子 5 名，女 子 7 名）。

　〔2｝装　置

　脳波は 日本電気三 栄製 8 素子 ポ リグ ラ フ （361 シ ス テ

ム ） を用 い て ， 時 定 数 O．3秒，増 幅 感 度 は O．05mV ／

DIV ，眼球電 図は時定数 0．3秒 ， 増 幅感度0．5mV ／DIV

の 記録条件 と し た。

　導出 し た脳波 ， お よび眼球電図 は，
エ プ ソ ン 製 パ ー

ソ ナ ル コ ン ピ ュ
ータ （PC

−286V ） に 装 着 し た イ ン タ
ー

フ ェ イ ス 社製 AID 変換器 （AZY −コ16）に よ っ て ， 標準刺

激提示 前300ms か ら比 較刺激 提示 後 1300msの2．48秒

間 を約7ms 間隔 で A ／D 変換 し， フ ロ ッ ピーデ ィ ス ク

に 記録 し た 。

　刺激 は，シ
ー

ル ドル
ーム 内被験者の 眼前 100cmに 設置

したデ ィ ス プ レ イ上 に，黒 地 に 白抜 き の 文字で提示 し

た 。 大 き さ は ， 視角に し て 1．04
’
（左 右〉× O．46

“
（上 下 ）で

あ っ た。

　（3喇 　激

　本 実験 に 使用 した 刺激を ， 標準刺激 と比較刺激 とに

分けて TABLE　1 に 示 す。標準刺激 は 6 種類あ り， 対応

す る 比 較刺激は 24種類 か ら構成 さ れ て い る。 こ れ ら の

漢字 に つ い て は，各課題で 同一一の漢字 を使用す る と い

う当初の実験統制の 目的 に よ り，具体 的で ある こ と，

意味 の 分 か りや す い もの で あ る こ と ， 形態の複雑な も

の （画数　］e 画以 上 の も の ）と，単純な もの （画数 10画以 下）

を同数程度使用 す る と い う目安の も と に
， 筆者が作成

した もの で あ る 。

　 （4）手　続

　 被験 者は，電磁遮断が 施 さ れ 準防音状態で あ る シー

ル ドル ーム の 安 楽椅子 に座 り電極 の 装着を受け た。電

SL　 S2 形態 音韻 意味

休 校 休 講 ○ oO

休 校 校正 ○ xX

休 校 急行 × ○ X

休校 授業 XX ○

先生 先制 ○ CX
先 生 生徒 CXQ

先 生 専制 × じ x

先 生 宿題 XX ・：）

工 業 鉱 業 Coo
工 業 図工 ○ xx

工 業 興 行 × QX
工 業 製晶 × × ○

機 械 機 会 GcX

機械 機材
「
：⊃ × ●

機騎 酬 ・ ○ X

機械 会 社 X × C

採血 採決 （） 0x

採【rlL血管 GXo

採血 裁 決 x ○ ×

採血 心臓 X 〉（ （⊃

身長 深長 G ○ ×

身長 身体 ○ x ○

身長 新 調 X ○ ×

身長 動脈 XX ○

　　　　　　　　　 極 は，脳波用 皿 状銀塩化銀電極
TABLE　l　提示刺激
　　　　　　　　　　旧 本 電 気 三 栄製 ） を用 い

， 国際
　　 　　 リス ト
　　　　　　　　　 10− 20法 に よる C3・（：：4

・P
，

・Pa

　　　　　　　 意味　を 活 性電極 と し ， 不 関電極 を両

　　　　　　　　　 耳朶結合 ， 非利 き手 の 前腕前部

　　　　　　　　　 を接地電極 と し て 単極 導出 した。

　　　　　　　　　 また眼 け ん 反射 の 監視の た め ，

　　　　　　　　　 右眉上 2   右眼眼窩外側 2cmの

　　　　　　　　　 電極 か ら眼球電図を導出し た 。

　　　　　　　　　　 刺激は ， まず漢字 2 文字 の 標

　　　　　　　　　 準 刺 激 が 視 野 中央 に 800ms 提

　　　　　　　　　 示 さ れ ， 次 い で 80ms の ISIの

　　　　　　　　　 後，同 じ く漢 字 2 文字 の 比較刺

　　　　　　　　　 激 が 視 野 中央 に 180ms 提 示 さ

　　　　　　　　　 れ る。被験者 に は，形態処理課

　　　　　　　　　 題 で は標準刺 激 （Sl） と比較刺

　　　　　　　　　 激 （S2） と に 同
一

の 漢 字が含 ま

　　 　　　 　　 　　 れ て い る か 否 か の 判断 を し ， で

　　 　　　 　　 　　 　き る だけ速 く所定 の 方 法 で マ イ

　　　　　　　　　　ク ロ ス イ ッ チ を押す よ う教 示 し

　　　　　　　　　 た 。 音 韻処 理課題で は，標準 刺

　　　　　　　　　 激 と し て提示 さ れた熟 語 の 読 み

　　　　　　　　　　と 比較刺激 で 提示 された熟語の

　　　　　　　　　 読み が同 じか 否 か の 判 断 を して ，

　　　　　　　　　 形態処 理 と 同様の 方法で マ イ ク

　　 　　　 　　 　　 　ロ ス イ ッ チ を押 す よう教示 した 。

　　　　　　　　　 意味処理 課題 で は ， 「学校 」「工

　〔G は 同判断・x は異判
場」「人 間 の 体」の 3 つ の カ テ ゴ

断 を示す ）
　　　　　　　　　　リー

に 分類 さ れ る標準刺激 と，

後続 し て 提 示 され る 比 較 刺激 と が 同
一の意味 カ テ ゴ

リー
に 入 る か否か の判断をし ， 形 態処理 と同様 の方法

で マ イ ク ロ ス イ ッ チ を押す よ う教 示 し た。

　TABLE 　1 に 示 した 6 種類 の 標 準刺 激 に 対 す る24種

類 の 比 較刺激 は，そ れ ぞ れ が 3 同ず つ ラ ン ダ ム に配 置

さ れ ， 1 つ の 処理課題 は，12試行 ご と に 3G秒の休憩を

は さ ん で 正反応 の合計が 72試行 に な るまで 実施 さ れ た。

な fO’， 課題 は，同 じ刺激対を提示 の順序を変え た リス

トで ，同
一

被験者に 2 〜 7 日の 間隔 をお い て 3 回 （形

態・音 韻・意 味処 理 の 課 題）実施 し，課題 の 順 序 に つ い て は

被験 者間で カ ウ ン タ
ーバ ラ ン ス した 。

　〔5〕結果 の 処 理

　実験前 に 行 う随 意的 な 眼球運動で発生 す る EOG 成

分 の 5分の 1 以上 の 振幅 を と っ た試行は眼球運動ア ー

チ フ ァ ク トの 混入 した試行 と し て 除去 し ， まず ， 被験

者 ごとに 正 反応 の 総試行 を加算平均 し て各課題 ご と の
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ERP を抽 出 した。そ の 後 ， 各課題 ごと に ， 12名の被験

者全員 の 総加算平均 波形 （Grand 　average ＞を求 め た 。 さ

らに ， 投石 ・下河 内（1984）の頂点同定法に基づ い て P300

電位 を同定し ， AID 変換個数 に し て ピーク値 か ら前後

2 っ
， 時間 に して 約28ms の 平 均電位 を各被験者 の

P300電位値 と し て 2 要因 （処 理 x 半 球 ） の 分 散分析 を

行 っ た。

　 し か し，被験者全員の総加算平均波形 で ある Grand

average の 波形 を観察す る と，
　P300電位値だ け で は左

右半球の 電位変化 を十分に説明し え な い と判断し， 時

間軸 に 対応し た 区間平均電位 も分析 の 対 象 とす る こ と

に した 。
こ の ため ， 比 較刺激提示後100ms ご と に 区間

の 平均電位 を算出 し，そ れ ぞ れ の 導出部 位 （Ccntral，

ParietaD で ， 左半球 の 平均電位 と右半球の平均電位の

差を算出し た。

　 3． 結 　果

　（1）加算平均波形の視察

　 まず加算平均 に よ っ て 得 られた個 々 の被験者 の 平均

波形 を， 標準刺激 〔S1）提示後の もの と比較刺激 （S2｝

提示後 の も の と で 比較 し た と こ ろ，（P300 電 位 の 出現 に つ

い て ）S2 提示 後の 波形 に の み ， 潜時約450〜600ms に か

けて 顕著な陽性成分の 出現が み られ た た め，今後 の 記

述 は S2 提 示後 の 波形 を対象 と す る こ と に す る 。

　Grand　average 法 に よ る被験者全員の総加算平均

波形を FIG．1 に 示 し た。

　形態処 理 に つ い て は ， Central導出で 比較刺激提示

後約200ms〜550ms に か け て 右半球の 電位優位が 確認

で き る。Parietal導出 に お い て は 初期 の 200ms〜400

ms に か け て の 電位 は右半球優位で あ る が ，　 P300電位

で は 明確な 左 右差 を 見 い だ す こ と は で きなか っ た 。 音

韻処理 に つ い て は Centra1導出で は形態処理同様 ， 初

期の電位は右半球優位で あ るが ，P3  0電位 で は左右半

球間 の 電位 に 差 を認 め に くい
。 Parietal導 出で は 4 O

ms 付近 か ら明確 な左半球優位の 電位 を確認す る こ と

が で き た 。 意味処理 に つ い て 見 る と
，
　Central　9 出で は

音 韻処理 と同様 に ， P300電位で 左右差を見出せ な い

が，Parietal導出 に お い て 400ms〜800ms に わた っ て

明確 な左半球 の 電位優位を示 して お り， 振幅も 3 処理

中もっ と も大き く勾配 も急で あ っ た。

　（2）P300ピー
ク値 の 分析

　形態処理 ・音韻処理 ・意味処理 の 3 処理 に お け る左

右半球 の P300電 位値 の 平 均 と 標 準 偏 差 を TABLE 　2

（〔lentral導出）と TABLE　3 （Parietal導 th） に 示 し た 。

　TABLE 　2 か ら，　Centra1導出 で は
， 形 態処 理 に お い て

右半球 の 電位が 左 半球 の それ よ りも高い が ， 音韻 ・意

　形 態

　処 理

（705ms ）

　音 韻

処 理

（787ms ）

意 味

処理

（858ms ）

形 態

処理

（705mS）

音 韻

処 理

〔787ms ）

意 味

処理

（85Sms）

一 LEFT
・R王GHT

C 己 n しral 導出

％「．．
　 ，ノ』

”
丶

　 ，．　　 犀『．・广　
ヤ凡1．一、∫

Cenlral導出

『．．・ハ．．．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，

’’”
「「「尸1

「．」L

丶
　 　 　 　 　 　 　 　 Cen！ral 導出

・．・．、『’
”』
　　 　　 　 　　 　 一

　　’
，・
・’

’
「凾

こ　 　 　 　 　 　 　 Parietal 導 出
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FIG．1　各処理 に お け る 正反応の加算平均波形

　　　　 （ ）内は 平均 反応時間

TABLE 　2　処理 の 違 い に よ る左右半球 の P300平均 電

　　　　　位 と標準偏差 （単位 μv 〕

　 　 　 　 　 　 　 − Centra1導出

　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　 （N ；12）

形 　態 音　 韻 意 　味

左 8．3750

（2．8532）

9．5600

（2．7738）

9．2383

｛4．4315）

右　　　9．1617

　 　 　 （2．9501）

9．3658

（2．4215）

9．2525

（3，5770＞

（注）　 カ ッ コ 内 は標 準 偏 差

味処理 で は左右差 は見られな い 。 こ の ような傾向を確

か め る ため に
， Central導出部位 の P300電位値 に っ い

て ， 処理 （形態 ・音韻 ・意 味），半球 佐 ・右）
， 被験 者を要

因 と し た 分散分析を行 っ た。そ の 結 果 ， 処理 ， 半球 の

主効果に っ い て は有意 な 差は み られ な か っ た が，処

理 X 半球の 交互作用 が有意で あ っ た （F（2，22）＝4．63，p
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TABLE 　3 処 理 の 違 い に よ る 左 右 半球 の P300平均電

　　　　 位 と標準偏差 （単位 μV ）

　 　 　 　 　 　 　
．一一一Pa「ietal導出

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （N ＝】2）

形 　態 音　 韻 意 　味

左　　 　9．4742

　 　 　 （3，1247）

9．8708

〔2．7182）

1D．4658

（37461 ）

右 　 　 　9．4175

　 　 　 （3．2252）

7．9142

（2．6689）

8．6358

（3、6271 ）

（注）　カ ツ コ 内 は標 準偏 差

〈． 5）。 そ こ で ， 各処 理 ご との 左右差 に つ い て 下位検定 を

行 っ た と こ ろ
， 形 態処 理 に の み ， 有意差が観察 さ れ た

（F〔1，11）＝10．76，p＜．Ol）。つ ま り，　 Central導出に お い て

は，形態処理 に お い て ，右半球の 電位 が左半球 の 電位

よ り も有意に高 い こ とがわ か る。

　 こ れ と は対照的に ， Parietal導出 （TAHL ｝）　3） で は形

態処理 に お い て は ， 左右 の 電位値 は ほ と ん ど変わ ら な

い の に対 し て，音韻処理 ， 意味処理 に お い て は ， 左 半

球の P300電位 が 右半球 の そ れ よ り も 大 き な 値 に な っ

て い る こ と が わ か る 。 分散分析の 結果も こ れ を支持 し

て お り，半球の 主効果 〔F （1，ID ＝26．58．　p く．01）と処 理 × 半

球の 交互作用 （F（2，22）＝17．46，pく、01）が 有意 で あ り，各処

理 ご と の
ー’
ド位検定に お い て も， 音韻処 理 〔F 〈1，n ）＝33．61，

pく．OO
，

お よ び 意 味処 理 （FCI ，11）− 24．29，pく．Ol） の 左半球

の電位が，右半球に 比 べ て有意 に 高 い こ とを示 して い

る。

　（3）区間平均電位 の 分析

　時間軸 に 対応 し たユOOms ご との 区間平均電 位 （FiG　2）

で は Centra1導 出 に お い て ，形態処理 の 400〜500ms の

間で，音韻処理 や意味処理 に 比 して 強 い 右半球優位 の

電位 を確認 で き，さ ら に 50G〜 600ms の 区間で も右 半

球の 電位優位 を見 る こ とが で きる。 こ れ が ， 音韻処理 ，

お よ び 意味処 理 に な る と50D〜600ms の 問 で 優 位 半球

が 逆 転 し，左半球 の 電位が優位 と な る 。 40 〜50Dms の

電位で も音韻処理 ， 意味処理 ともわずか に 右 半球優位

で あ るが，同区間 の形 態処理 の電位 と比較す る と著 し

く低い 電位差 とな っ て い る 。

　 Parietal導出で は ， 区間平均電位 に 3処 理間 で 違 い

が 出て 来 るの は ，300ms 以 降で あ る 。 形態処理 に お け

る 30D〜40  ms 区間 の 右半球 の 電位優位 は，音韻処理 ，

意味処 理 で は 減少 し ， 400−−50ems に 至 っ て 形態処理

で 右半球電位優位，音韻，意味両処理 で は左半球優位

と処理 の違 い に よ る優位半球の移行が確認 で き る 。

考 察

　平均波形 の視察 ， お よ び P300値 の 分析 か ら，形態処

理 で は ， Central導出 に お ける右半球機能優位 ， 音韻処

理 お よび意味処理 で は，Parietal導出に お け る左半球

機能優位を確認で きた 。

　 こ れ まで の 研究で は，漢字情報処理 の半球間機能差

を検討す る の に ，
ERP を指標 に し た もの は 見 あ た ら な

い た め に ，半視野瞬間提示法と の 比較で 考察 を進 め る

こ と に す る 。

　Sasanuma ，　Itoh，　Kobayashi ＆ Mori 〔198  ）は漢 字

1文 字 と カ ナ 1 文字 を刺激材料 と し て 音声 （Ph 。n 。1。．

glcal）課題 と ， 視覚 （VisuaD 課題 に つ い て 機能差 を検討

した結果，読 み が 同じ か ど うか の判断を求めた音声 課

題で ， カ ナ ， 漢字 ともに 右視野提示 条件優位 佐 半球 機

能 優位 ）の 報告を し，ま た，八 田 （1981）は ， 標準刺激 と

比較刺激 とで ， 同じ音節を含 む か 否 か ，さ ら に ， 青木

〔lgs4）は．標準刺激と 比較刺激の初頭 の 音節が 同 じか

否 か の 判断 を さ せ て ，い ずれ も右視野提示条件優位佐

大脳 半球機 能優 位）の報告を し て い る 。
こ れ らの 文脈 か ら

解釈 す る と，本実験 に お け る 音韻処理 で は 左半球機能

優位が 予測 さ れ た わ け で ある が ， 加算平均波形 の 観 察 ，

お よび P300電位値 の 分析で も有意 な 左大脳半球機 能

優位 を確認す る こ と が で きた
。

　意味処理 に お い て は ， 漢字以外の刺激を使用 し ， 語

が 動物 か 植物 か の 判断を さ せ た Martin（1978 ）や ，
　Sear−

leman （1977） の研究が あ る が ，
い ずれ も明白な視 野差

を見 い だ して い な い の に 対 し，漢字を用 い た八 田 〔1979）

や ， 青木 〔1984） で は
， 顕著 な右 視野提 示 条件優位 （左

大脳 半球機 能優位 ） の結果を報 告して い る 。 本研 究 で は ，

刺激に 漢字 を用 い
， しか も，要 求 し た 意味処理 は単な

る漢字の意味に と ど ま らず ， カ テ ゴ リー判断 とい う比

較的深 い 処理 を課題 と して 与 え た た め に，左半球 の 機

能優位が予測さ れ たが ， 実験結 果 もそれ を支持す るも

の と な っ た。

　本実験 で 得 られ た結果 は，音韻処理，意味処理 に お

い て は，過去の視野分割法 に よ っ て 得 られ た結果 と 大

筋で
一

致す る もの で あ っ た。し か し，形態処理 に つ い

て は ， 従来熟語の 形態処理 を厳密 に 検討 した報告 が な

い た め ， ユ文字認知 の 研究結果 と の 比較考察 とい う形

で 進 めた い 。

　 漢字材料 の 認知 に つ い て ， 特に 1 文字 の 形 態処理 に

つ い て は
， 過 去 の 研 究 で ，右 半球優位 （Hatta，　 ig77a ，

Sasanuma 　 et 　 al 、1977） の 報 告 が 多 い 。　 Hatta （］978a） の

研究 で は ，刺激 が 熟語 に な る と左 半球優位 に な る と報
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FIG、2　区間平均電位の左右差 （単位 μ V ）

　　 　 ＋ は左 半球優位 ・一は右 半球優 位

告 され て い る が ， 実験方法 が ， 被験者に 「何 と い う漢

字か 」 の 報告を求め る と い うもの で あ っ たため ，本研

究 で い う形態処理 と は
， 少 しニ ュ ア ン ス を異に す る と

考え られ る 。

　本実験 の 形態処理 で は
，
Centra］導出の ERP で強 い

右半球電位優位 を確認 して い る 。 こ れ は ， 漢字 の形態

処理 が実験者 の 教示 通 り物理的な形態 の 特性 に よ っ て

なされ て い る場合 ， 熟語 で あ っ て もや は り， 右半球優

位 と な る こ と を示す結果と解釈で き る。

　P300潜時か ら左 右差 を み る と ，
　 Central導出で差 の

み ら れ る 形態処理 で は，右半球 の P300潜時が 550nコs で

ある の に対 し，左 半球 は600msに 近 い 値 を と っ て い

る。また，Parietal導出 の 音韻処理 に お い て は逆 に 左

半球の方が 右半球 に 比 べ 約 50ms程 度早 い 値 を と っ て

い る 。 P300は認 知分脈 の 更新を反映 す る成分 で あ る

（Donchin、　Ritter、＆ McCailum ，19ア8） と考 えられ て い る

が ， P300の 潜時に つ い て は刺激 評価 時闘を直接反映 し

て い る わ け で は な い と述 べ て い る。し か し
， 荻野 ・牧
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野
・軽部 ・大塚 （1986） の 研究の よ うに

， も し P300潜時

と脳 内情報処理 が 時 間的 に 正 の相関を持 つ な ら ば，形

態処理 に お い て は ， 潜時の早 い 右半球が
， 音韻処理 に

お い て は 逆 に左 半球 の 方 が機能 的 に 優れ る と い う こ と

が で き る 。

　時間軸 に 対 応 した 100ms ご と の 区 間平均電位の 観

察か ら は，Centra1導出 ，
　Parietal導出 と もに 与 え られ

た処 理 の 違 い を最 も強 く反映 し て い る の は ， 刺激提示

後400〜500ms の 間で あ る と い う こ と が い え る。　 Cen・

tra1導出 に お い て は ， 300〜4DOms の 区間で 3処理 と も

大 き く右半球電位優位で あ る が ， 400−v500ms に な る

と形態処理 で は 依 然強 い 右半球優位の 電位を 確 認 で き

る の に対 し ， 音韻処理 ， 意味処理 で は ， わ ずか に右半

球優位 な が ら 同区間 の 形態処理 の 電位 と比較す る と ，

著 し く低 い 電位差 とな っ て い る こ とが 確認 で きる。そ

の 後，音韻処理 ，意味処理 で は左 半球優位 に移行 して

い くの で あ る が ，
こ れ は ，

　400−・−500ms の 間 で被験者 に

与 え た 課題 の 違 い に よ る脳内情報処理 の 違 い が 反映 さ

れ た もの と考え る こ と が で き る 。 左 か ら右の 引算電位

で あ る た め に ， 音韻処理 ， お よび意味処 理 で も40 〜500

ms で は依然 右半球 優位 と な っ て い る が ， 左 右 の 電位

差 の縮小 か ら左 半球 の 活性化 が 推 測 さ れ る 。
つ まり ，

400〜5 Oms の 区間に お い て 処 理 の 違 い に よる両半球

の機能の 差 が ， 急激 に 縮 ま っ た と い うの で は な く， 左

半球の強 い 関与 に よ っ て それ以前 の 右半球優位 の 電位

差 が 減少 した と考え る こ と も で き る。

　 Parieta】導出で は， 区間平均電位 に 3処理間 で 違 い

が 出 て 来る の は ， 300ms 以 降で あ る。形 態処理 に お け

る 300〜400ms 間 の 右 半球 の 電位優位は ， 音韻処理 ・意

味処理 で は減少 し ， 400〜500ms に 至 っ て 形 態処 理 で ，

わず か に 右半球電位優位 ， 音韻 ， お よ び意味両処理 で

は 左半球電位優位 と処理 の 違 い に よる優 位半球 の 移行

が 確 認 で き る。こ の よ う に Parietal導 出 で も ，

400〜50Dms で 左 右半球 の 電位差 に 相違が 出現 し て い

る の で あ る 。 こ の結果 は ， 与 え られ た 課題 の 違い に よ

る左 右差 の 出現 が，比較刺激提示 後 ， ど の 時間帯で み

られ る の か に つ い て ， 有効 な示唆 を与え て くれ る も の

であ る。

　 P300電位値 を も と に し た 分散分析 の結果か ら は ，

Central導出で は ， 形態処 理 に お け る 右半球 の 電位優

位が ，Parieヒa1 導出で は，音韻 ， お よ び意味処理 に お

け る 左 半球 の 電位優位 が 統計的 に も有意 で ある こ とが

示 されたわけ で あるが ，
こ の よ うな ， 処理 の違 い に よ

る優位 半球 の 移 行 が ，部位 の 異 な る箇所で表わ れ た こ

と に つ い て ， 最 も端的 に考え得 る こ と は大脳皮質上 に

お け る 機能局在 の 問題 で あ る 。 Centrai導 出 に お い て，

形態処理 で は右半球優位で あ り， 音韻 お よび意味処 理

で 左右 の 電位 に 有意差 が 認 め ら れ ず，Parieta1導出で

は逆に ， 形態処理 で 左右の電位 に有意差を認 めず ， 音

韻処理，意味処 理 に お い て 強い 左半球電位優位 を示 し

た こ と は ， 右大脳半球の Central付近 は形態的 な処 理

に 強 く関与 し，逆 に 左大脳半球 の Parietal付近 は音韻

的な ， な い し は意味的な処 理 に 深 く関与 し て い る と考

える こ と が で きる。

　上述の 知見を断言す る こ とは ， はな は だ危険で は あ

るが ， 本実験に お け る 実験統制が 3 つ の 処理 に お ける

課題 の 方向 づ けを十分 に 確保 で きて い る と仮定す る な

ら ば ， ERP の 記録に よ っ て得 られた本実験 の 結果 を機

能局 在 の 面 か ら考察す る こ と も可能で ある と い うこ と

が で き よ う 。

　 現在まで の と こ ろ，言語の 理解を担うと さ れ て い る

ウ ェ ル ニ ッ ケ の領域は 左大脳半球側頭葉 に 位 置 し
， 本

実験 で 電極 を装着し た C ， の下方， P、 の斜め 下方向に 広

が る 領域 で あ る。しか しな が ら上述 の ウ ェ ル ニ ッ ケ や ，

後頭葉の第 1次視覚野 の よ う に ， 特異的な機能 を担 う

領 域 は 脳 の 中 で は ご く
一部で あり，他 の 広大な皮質領

野 は連合野 と し て ， 特異化さ れ た 皮 質問 の 統合 を し，

よ り高次な脳 の機能を遂行す る CB］  om 、　1985）と考 えら

れ て い る 。

　 そ の 意味で は ， 側頭葉 と頭頂葉との 連合皮質 に 位置

す る P 、付近が 本実験 に お け る カ テ ゴ リー判断 と い う

単 な る意味処理 よ り も高次 の 言語処 理 に よ り深 く関

わ っ て い る と い う推察 も可能で ある。

　 右半球 に お け る形態処理 の 優位性 に つ い て は，ウ ェ

ル ニ ッ ケ や ブ ロ ーカ の領域の よ うに特異性 を持 つ 皮質

領域 を指摘 で きな い が
， 多 くの 分離脳 の 研 究が ，右半

球に お け る視覚 と空間的な情報処理 の優位性を報告し

て い る。 （Bloom ，1985）

今後の 課題

　本論 に お い て
， 半球 間 機 能差 研 究 の 指標 と し て ，

ERP が有効で あ る こ とが確認 され た。ただ ， 得 られた

ERP 波形 の 時間 的推移 と 脳 内情報 処 理 と の 細 か い 同

定の問題等 ， まだ まだ解明 しなけれ ばな らな い 部分 の

多 く存在す る分野 で ある 。 半球間機能差に対 す る従来

の 知 見 も刺 激材料 の 統制 や，実験 パ ラダイ ム の 見直 し

を す る こ と に よ っ て ， よ り整 理 された確 か な形 の 半球

間機能差研 究 と な る こ と も示 唆 で き た 。

　 ま た ， 漢字に つ い て の情報処理 の 面 か らは，音韻処

理 と 意味処 理 と の 明 確な 違 い や，形態 ・音韻 。意味処
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理 の相互関係 に つ い て は，明確 に す る こ と が で き な

か っ たが ， こ れ らを明ら か に する こ と は，日本語 の 中

の 漢字 と い う特殊な言語形 態 に 対 す る 人間の 認知 の有

り様 を探る うえ に も重要な こ と と い え よ う。
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